
支部例会報告

名古屋支部

2008年9月13日　（土）　14：00～16：30

会場：　名古屋市西生涯学習センター　2階　第3集会室

参加者：清野千代子、長谷部孝男、木村達也、岡本貞夫、河原義則、

池村俊彦の6名　

主な話題：

１.元東亜天文学会名古屋支部長の山田達雄さんが2008年9月11日　　　お亡くなりになりました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。　

2.流星自動撮影用、昼間閉じ、暗くなると開くシャッターの試作(池村)

　こんな装置があれば、との岡本さんから相談から、作ってみました。
　いちおう動作するものができました。岡本さんが、これから実際に現場に設置設定して、うまくいったら例会でご報告します。

3. 最近の惑星撮影用カメラの情報(池村)　　
フィリップスSPC900NC  QcamS7500などがあります、とのことです。
4．セレストロンＣ11シュミカセの調整について(長谷部)
補正版(CP)や二次鏡(凸鏡)取付の締め方を見直しているところです。
5. ぎょしゃ座α流星群について(岡本)

　8月31日の夜　1個の2地点撮影に成功し軌道が求められました。
　国内の計数観測からピーク時を求め、これとあわせてIAU流星データセンターへ渡部潤一さん（国立天文台）から日本の観測として報告されました。
詳しくはOAA名古屋支部(http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/index.htm)でご覧になれます

（報告者　池村俊彦）

